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▶先日，小澤征爾さん指揮によるオペラ「子ども
と魔法」を聴きに行きました。コレット脚本，ラヴェ
ル作曲による45分間の短い作品です。ご体調は
大丈夫だろうかと思いながらこの日を待ちました
が，その心配は杞憂でした。後ろ姿は痩せられま
したが，名マエストロ健在。最初は椅子に座ってい
ましたが，途中からは立ち上がってパワフルに。小
澤さん主宰の音楽塾の若い団員たちで構成され
たオーケストラは，ファンタジックな物語をとても
チャーミングな音色で奏でました。オペラの前には
別の指揮者によるベートーヴェンの交響曲が演奏
されたのですが，同じ楽団？と思うほど音の鳴りが
違っていました。メンバーの自信と個性を引き出し，
うまく調和させる力量…組織のリーダーと共通する
ところでしょうか。小澤さん今年 80歳。音楽の神
様に守られてまだまだ現役で！と心から願った春
の夜でした。� （小齋）

▶今年 3月18日に第 3回国連防災世界会議で
採択された「仙台防災枠組 2015-2030」には，
「事前の防災投資は災害後の対応・復旧より費用
対効果が高い」という文言が盛り込まれたととも
に，有事の際の医療・保健機能の継続に重点が
置かれました。▶座布団が防災頭巾だったこと，小
学校が古い木造建築だったこともあり，小学生のこ
ろ私が地震・火災に抱いていた危機感は大きな
ものでした。しかし，毎年1人1缶ずつ配られてい
た保存食用の乾パンをすぐに全て食べきっていたこ
とも思い出します。▶歳月を経て小学生時代より忙
しくなり，災害への危機感が確実に薄まっていたこ
とを東日本大震災で実感しました。災害によって自
分たちが失う日常の価値を想像し，事前の防災投
資を惜しまぬように心がけていきます。なお，昨年弊
社でも防災セットが配布されましたが，今では保存
食はきちんと保存できるようになりました。�（笹山）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集

「臨床教育者」育成の方法論
「臨床判断能力」を養う学習支援の担い手として
臨床現場の高度急性期化がますます進む昨今，若手スタッフの自立した「臨床判断能力」を
育むための効果的な学習支援が各施設共通の課題になっている。この課題を考えるとき，高い
臨床能力と臨床看護教育に関する知識を持つ「臨床教育者」の存在が欠かせない。� �
本特集では，「臨床判断能力」とは何かについてまず提示し，続いて今後の看護臨床におい
て必須の存在と言える，高い専門知識を持つ「臨床教育者」の育成について，国内における
最先端の取り組み，臨床教育者育成の先進国である米国の取り組みも紹介し，多角的に「臨
床教育者」の役割と育成方法を考察する。

聖路加国際大学のフューチャー・ナースファカルティ育成プログラム
臨床看護教育の専門家を育成する取り組み◉松谷美和子／奥裕美
東京医科歯科大学・看護キャリアパスウェイ教育研究センター設置の背景
臨床看護教育の専門家を育成する取り組み◉井上智子／前田留美／大山裕美子

【インタビュー】学習者の「臨床判断能力」を育む，適切な学習支援方法とは　
指導者の視点から考える◉クリスティーン・A・タナー／池田葉子／金子あや／
島田伊津子／中村加奈子／吉松佑佳
米国の急性期病院における専任臨床教育者の活用◉西田朋子
米国ジョンズホプキンス大学「看護師教育者認定コース」 
◉ダニエル・クレス／西川久仁子

【座談会】現場で教える人を育てる　ケアの質を高める「臨床教育者」育成の方法論
◉奥裕美／佐々木幾美／別府千恵／三浦友理子
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